
 

【
翻
訳
】 

         

四
庫
全
書
総
目
提
要 

玉
台
新
詠 

訳
注 

樋 

口 

泰 

裕

    
陳
の
徐
陵
撰
『
玉
台
新
詠
』
十
巻
と
は
如
何
な
る
書
物
で
、
ま
た
如
何
な
る
問
題
を
孕
ん
で
い
る
の
か
、
四
庫
提
要
の
撰
者
は
、
成
書
の
時

期
、
本
集
の
体
裁
及
び
内
容
、
文
学
的
及
び
資
料
的
価
値
、
そ
し
て
版
本
と
い
っ
た
幾
つ
か
の
視
点
か
ら
解
説
す
る
。
当
然
、
そ
こ
に
は
時
代
の

限
界
な
ど
に
よ
る
問
題
点
も
若
干
窺
え
よ
う
が
、
当
時
第
一
級
の
知
識
と
見
識
を
誇
る
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
そ
れ
は
、
現
在
も
な
お

尊
重
さ
れ
る
べ
き
指
摘
を
富
有
し
た
、『
玉
台
新
詠
』
と
い
う
書
物
を
理
解
し
て
い
く
上
で
看
過
で
き
な
い
基
本
的
な
文
献
な
の
で
あ
る
。 

キ
ー
ワ
ー
ド:

陳
玉
父
本
、
趙
均
覆
宋
本
、
文
淵
閣
本
、
玉
台
新
詠
考
異
、
玉
台
新
詠
箋
注

 

は
じ
め
に 

 

本
稿
は
、
四
庫
全
書
集
部
総
集
類
に
著
録
さ
れ
る
陳
の
徐
陵

撰
『
玉
台
新
詠
』
の
総
目
提
要
を
訳
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
本

文
に
対
す
る
所
謂
訓
読
文
に
つ
い
て
は
、
夙
に
鈴
木
虎
雄
氏
に

よ
る
も
の
が
あ
り

注
１ 

 

、
ま
た
近
年
に
お
い
て
は
原
田
種
成
氏
の

『
訓
点
本
四
庫
提
要
』
に
示
さ
れ
て
い
る
が

注
２ 

   

、
提
要
が
提
示

す
る
書
物
の
辞
書
的
概
説
に
止
ま
ら
な
い
、
多
分
に
考
証
的
な

内
容
を
正
し
く
理
解
す
る
に
は
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
考
拠
の

材
料
に
ま
で
一
つ
一
つ
立
ち
返
り
な
が
ら
読
解
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
本
提
要
中
に
述
べ
ら
れ
る
見
解
の
多
く

は
、
総
目
提
要
が
編
纂
さ
れ
て
以
後
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
『
玉

台
新
詠
』
に
関
す
る
研
究
、
と
り
わ
け
版
本
の
流
伝
に
言
及
し

た
も
の
な
ど
に
お
い
て
は
充
分
に
消
化
、
反
映
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
筆
者
を
含
む
後
学
の
者
に
と
っ
て
、
四
庫

全
書
の
編
纂
当
時
、
海
内
随
一
の
見
識
を
誇
る
学
者
た
ち
に
よ

っ
て
著
述
さ
れ
た
本
文
が
断
片
的
に
で
は
な
く
、
全
体
を
以
て

読
解
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
指
摘
、
示
唆
を
富
有
し
て
い
る
こ
と

も
ま
た
言
を
俟
た
な
い
だ
ろ
う
。
以
上
、
浅
学
を
省
み
ず
、
こ
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こ
に
拙
訳
を
試
み
る
所
以
で
あ
る
。 

 

訳
出
す
る
に
当
た
り
、
一
九
六
五
年
に
中
華
書
局
よ
り
刊
行

さ
れ
た
『
四
庫
全
書
総
目
』
を
底
本
と
し
て
用
い
た
。
こ
の
版

は
阮
元
の
浙
江
本
の
影
印
で
、
殿
本
（
武
英
殿
本
）、
粤
本
（
広

東
書
局
刊
本
）
と
い
っ
た
他
の
版
と
比
較
し
て
刻
字
が
精
確
で

あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
現
在
も
っ
と
も
見
や
す
い
も
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
間
に
お
け
る
若
干
の
字
句
の
異
同
に

つ
い
て
は
、
本
提
要
に
お
け
る
考
証
の
事
実
性
、
及
び
本
提
要

が
促
す
『
玉
台
新
詠
』
と
い
う
書
物
の
理
解
に
関
わ
る
も
の
で

は
な
い
と
考
え
た
の
で
訳
注
で
は
特
に
ふ
れ
な
か
っ
た
。ま
た
、

四
庫
著
録
本
の
冒
頭
に
付
さ
れ
る
、
所
謂
書
前
提
要
と
の
間
に

も
字
句
の
異
同
が
少
な
か
ら
ず
見
え
る
が
、
細
か
い
も
の
は
、

同
じ
理
由
に
よ
っ
て
挙
げ
な
い
こ
と
と
し
た
。
す
で
に
説
か
れ

る
よ
う
に
、
総
目
提
要
は
書
前
提
要
よ
り
概
し
て
詳
細
で
あ
り

注
３ 

    

、

『
玉
台
新
詠
』
の
提
要
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
両
者
を

対
校
す
る
と
、
細
か
い
字
句
の
異
同
の
他
、
総
目
提
要
に
見
え

て
書
前
提
要
に
は
見
え
な
い
文
が
数
箇
所
に
看
取
さ
れ
る
。
そ

う
し
た
ま
と
ま
っ
て
見
え
る
異
同
に
つ
い
て
の
み
、
そ
の
旨
注

釈
中
に
記
す
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
本
稿
が
参
照
し
た
書
前
提

要
は
、
文
淵
閣
本
四
庫
全
書
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。 

 

本
稿
は
、
一
九
九
七
年
度
、
筑
波
大
学
大
学
院
に
て
開
講
さ

れ
た
向
嶋
成
美
先
生
の
中
国
文
学
史
演
習
⑵
に
お
い
て
、
筆
者

が
担
当
し
た
発
表
資
料
を
基
に
整
理
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

発
表
の
席
上
、
御
批
正
、
御
教
示
賜
っ
た
向
嶋
先
生
、
講
義
に

参
加
さ
れ
て
い
た
同
学
諸
氏
の
方
々
に
特
に
記
し
て
深
謝
の
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。 

 

〈
注
〉 

 

注
１ 

『
玉
台
新
詠
』
上
巻
（
岩
波
文
庫
、
一
九
五
三
年
）
所
載
。 

 

注
２ 

『
玉
台
新
詠
』
の
提
要
は
該
書
の
集
部
七
（
汲
古
書
院
、
一
九 

九
四
年
）
に
収
め
ら
れ
る
。 

 

注
３  

近
藤
光
男
『
清
詩
選
』
解
説
（
集
英
社
、
一
九
七
○
年
）、
ま 

た
同
氏
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
唐
詩
集
の
研
究
』（
研
文
出
版 

社
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
を
参
照
。 
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以
下
、
本
文
を
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
の
段
落
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
は
じ

め
に
原
文
、
次
い
で
口
語
訳
文
を
挙
げ
、
最
後
に
注
釈
を
付
け

る
か
た
ち
を
以
て
訳
注
を
進
め
て
い
く
。 

 

Ⅰ 

 
 

玉
臺
新
詠
十
卷 
兵
部
侍
郎
紀

家

本 

 

陳
徐
陵

。
陵
有
文
集
、
已


。
此


梁
以
前
詩
也
。

案
劉
肅
大
唐
新
語
曰
、
梁

文
爲
太
子
、
好
作
豔
詩
、
境



之
。
晩
年
欲
改
作
、

之
不

。
乃
令
徐
陵
爲
玉
臺
集
、
以
大

其
體
。
據
此
、
則
是
書
作
於
梁
時
。
故

文
稱
皇
太
子
、
元
帝

稱
湘
東
王
。
今
本
題
陳

書
左
僕
射
太
子
少
傅
東

徐
陵

、

殆
後
人
之


改
。
如
劉
勰
文
心
雕
龍
本
作
於
齊
、
而
題
梁


事
舍
人
耳
。
其
梁
武
帝
書
謚
、
書
國
號
、
邵
陵
王
等
竝
書
名
、

亦
出
於

改
也
。 

  
 

玉
台
新
詠
十
巻 

兵
部
侍
郎
紀

の
家
蔵
本
【
一
】 

陳
の
徐
陵
撰
。
徐
陵
に
は
自
身
の
別
集
が
あ
り
、
そ
れ
は
す

で
に
著
録
し
た
【
二
】。
本
集
が
選
録
す
る
作
品
は
梁
以
前
に
制

作
さ
れ
た
詩
で
あ
る
。
劉
粛
の
『
大
唐
新
語
』
に
は
「
梁
の
簡

文
帝
は
太
子
の
と
き
に
、
好
ん
で
艶
詩
を
創
作
し
、
国
内
は
そ

の
作
風
に
感
化
さ
れ
た
。
簡
文
帝
は
、
晩
年
に
そ
の
作
風
を
改

め
よ
う
と
し
た
が
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
は
徐
陵
に
『
玉
台
集
』

を
編
纂
さ
せ
て
、
そ
の
作
風
を
大
い
に
流
行
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
【
三
】。
こ
の
記
述
に
拠

れ
ば
、
本
集
は
梁
代
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、

〔
本
集
の
目
録
で
は
〕
簡
文
帝
を
皇
太
子
と
称
し
、
元
帝
を
湘

東
王
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
【
四
】。
現
在
通
行
し
て
い
る
テ

キ
ス
ト
は
、「
陳

書
左
僕
射
太
子
少
傅
東

徐
陵

」
と
題
し

て
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
後
世
の
人
間
が
改
め
た
も
の
で

あ
ろ
う
【
五
】。
劉
勰
の
『
文
心
雕
龍
』
が
、
本
来
南
斉
の
時
に

成
書
し
た
も
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、「
梁

事
舍
人
」
と
題
し

て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
【
六
】。
梁
の
武
帝
を
諡

号
で
著
し
、
ま
た
国
号
も
著
し
、
邵
陵
王
ら
諸
王
に
は
、
い
ず

れ
も
名
を
著
し
て
い
る
の
も
、〔
も
と
の
体
裁
を
伝
え
る
も
の
で

は
な
く
〕
後
世
の
修
改
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
【
七
】。 

 

【
一
】 

四
庫
全
書
に
著
録
し
た
テ
キ
ス
ト
、
紀
(

一
七
二
四

-

一
八
○
五)

の
家
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
後
に
改
め
て
述
べ
ら
れ

る
。
南
宋
陳
玉
父
が
嘉
定
八
（
一
二
一
五
）
年
に
刊
行
し
た
宋
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版
で
あ
る
。
陳
玉
父
本
そ
の
も
の
は
現
在
見
ら
れ
な
い
が
、
明

末
の
蔵
書
家
趙
均
（
一
五
九
○-

一
六
四
○
）
が
自
ら
蔵
し
た
そ

れ
を
も
と
に
崇
禎
六
（
一
六
三
三
）
年
に
翻
刻
、
刊
行
し
た
趙

均
覆
宋
本
、
ま
た
後
に
紀

家
の
架
蔵
に
帰
し
た
そ
れ
を
繕
写

し
た
四
庫
著
録
本
、
或
い
は
陳
玉
父
本
と
そ
の
他
の
諸
本
を
対

校
し
て
注
記
、
校
記
な
ど
の
案
語
を
付
し
た
『
玉
台
新
詠
考
異
』

な
ど
に
よ
っ
て
、
或
る
程
度
ま
で
そ
の
原
貌
を
量
る
こ
と
が
で

き
る
。
な
お
、
趙
均
の
覆
刻
は
、
幾
つ
か
の
校
改
を
加
え
た
上
、

更
に
陳
玉
父
本
の
不
揃
い
で
あ
っ
た
行
款
を
半
葉
十
五
行
、
一

行
ほ
ぼ
三
十
字
に
均
し
く
改
め
た
も
の
で
、
底
本
の
完
全
な
被

せ
彫
り
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
四
庫
に
著
録
す
る
際

の
抄
写
に
お
い
て
も
底
本
を
し
ば
し
ば
改
め
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
が
提
要
の
内
容
を
検
討
し
て
い
く
上
で

使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
一
九
五
五
年
に
文
学
古
籍
刊
行
社
よ

り
影
印
出
版
さ
れ
た
趙
均
覆
宋
本
、
及
び
文
淵
閣
本
の
『
玉
台

新
詠
』、
そ
し
て
同
じ
く
文
淵
閣
本
の
『
玉
台
新
詠
考
異
』（
以

下
、
『
考
異
』
と
の
み
称
す
る
。
な
お
、『
考
異
』
の
著
者
を
紀


の
父
、
紀
容
舒
で
は
な
く
、
紀

自
身
と
見
る
向
き
も
あ
る

が
、
著
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
考
え
な
い
）
を
主
と
し
て
い

る
。
ま
た
適
宜
、
呉
兆
宜
注

程
琰
刪
補
『
玉
台
新
詠
箋
注
』

（
穆
克
宏
点
校
、
中
華
書
局
刊
、
一
九
八
五
年
。
以
下
、『
箋
注
』

と
の
み
称
す
る
）
を
参
照
し
た
。
陳
玉
父
本
、
趙
均
覆
宋
本
に

つ
い
て
は
、
植
木
久
行
「
明
末

清
初
の
『
玉
台
新
詠
』
研
究

の
確
立
」（
『
中
国
文
学
研
究
』
第
七
期
、
一
九
八
一
年
）
、
同
氏

「
幻
の
宋
版
『
玉
台
新
詠
』
陳
玉
父
本
を
中
心
と
し
て
」（
『
中

国
古
典
研
究
』
第
二
六
号
、
一
九
八
一
年
）、
躍
進
「
《
玉
台
新

詠
》
版
本
研
究
」（
『
中
国
古
籍
研
究
』
第
一
巻 

上
海
古
籍
出

版
社
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
に
詳
細
な
言
及
が
見
え
る
。 

【
二
】
徐
陵
（
五
○
七-

五
八
三
）
、
字
は
孝
穆
、
東
海

の
人
。

父
の
徐
摛
（
四
七
四-

五
五
一
）
と
皇
太
子
蕭
綱
（
五
○
三-

五

五
一
）
の
東
宮
に
仕
え
、
同
じ
く
東
宮
に
職
を
奉
じ
た
庾
肩
吾

（
四
八
七-

五
五
二
）
、
庾
信
（
五
一
三-

五
八
一
）
父
子
と
共
に

当
時
の
文
壇
に
お
い
て
領
袖
的
存
在
で
あ
っ
た
。
当
時
の
流
行

と
な
っ
た
そ
の
作
風
は
「
徐
庾
体
」
の
名
を
以
て
知
ら
れ
る
。

使
者
と
し
て
北
朝
東
魏
に
赴
い
た
翌
年
の
太
清
三
（
五
四
九
）

年
、
侯
景
の
乱
が
起
こ
り
、
し
ば
ら
く
北
方
に
留
ま
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
西
魏
の
侵
攻
を
受
け
て
江
陵
の
元
帝
政
権
が

壊
滅
し
た
後
の
承
聖
四
（
五
五
五
）
年
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く

建
康
に
戻
る
を
得
た
。
次
い
で
陳
王
朝
に
仕
官
し
、
武
帝
か
ら

後
主
に
至
る
ま
で
の
五
代
に
仕
え
、
尚
書
僕
射
、
中
書
監
な
ど
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の
高
位
を
歴
任
し
た
。
自
身
の
「
文
集
」
は
「
徐
孝
穆
集
箋
註

六
巻
」
と
し
て
集
部
別
集
類
に
著
録
さ
れ
る
。
な
お
、
文
淵
閣

本
書
前
提
要
に
は
「
陵
有
」
以
下
「
詩
也
」
に
至
る
ま
で
の
十

五
字
が
無
い
。 

【
三
】
引
用
の
文
は
、『
大
唐
新
語
』
巻
三
公
直
篇
に
見
え
る
。 

  

先
是
、
梁

文
爲
太
子
、
好
作
豔
詩
、
境


之
。
晩
年
欲 

改
作
、

之
不

。
乃
令
徐
陵
爲
玉
臺
集
、
以
大
其
體
。 

【
四
】『
玉
台
新
詠
』
が
皇
太
子
蕭
綱
の
命
を
受
け
た
徐
陵
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
る
以
上
、
そ
の
編
纂
は
、
兄
の
昭
明

太
子
蕭
統
の
没
後
、
蕭
綱
が
皇
太
子
に
即
い
た
中
大
通
三
（
五

三
一
）
年
か
ら
、
徐
陵
が
東
魏
に
赴
く
太
清
二
年
の
間
に
な
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。
更
に
詳
し
い
成
書
時
期
に
つ
い
て
は
、
興

膳
宏
「『
玉
台
新
詠
』
成
立
考
」（
『
東
方
学
』
第
六
十
三
輯
、
一

九
八
二
年
）、
劉
躍
進
「《
玉
台
新
詠
》
成
書
年
代
稽
疑
」（
『
学

林
』
第
二
十
四
号
、
一
九
九
六
年
）
及
び
同
氏
『
中
古
文
学
文

献
学
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ

の
論
を
提
示
し
て
い
る
。 

 

簡
文
帝
の
作
は
、
本
集
の
巻
七
に
四
十
三
首
、
巻
九
に
十
二

首
、
巻
十
に
二
十
一
首
が
収
録
さ
れ
、
趙
均
覆
宋
本
で
は
、
い

ず
れ
も
「
皇
太
子

製
」
と
題
し
て
い
る
の
に
対
し
、
文
淵
閣

本
で
は
、「
梁

文
帝
」、「
梁

文
」
と
題
し
て
い
る
。
ま
た
、

元
帝
蕭
繹
の
作
は
、
本
集
の
巻
七
に
七
首
、
巻
九
に
四
首
が
収

録
さ
れ
、
趙
均
覆
宋
本
で
は
、
い
ず
れ
も
「
湘
東
王
繹
」
と
題

し
て
い
る
の
に
対
し
、文
淵
閣
本
で
は
、「
湘
東
王
繹
」（
巻
七
）、

「
梁
元
帝
」（
巻
九
）
と
題
し
て
い
る
。
同
じ
陳
玉
父
本
を
底
本

に
す
る
と
は
い
え
、
四
庫
著
録
本
が
完
全
に
も
と
の
体
裁
を
反

映
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
こ

で
の
提
要
の
指
摘
は
、
趙
均
覆
宋
本
に
付
さ
れ
る
趙
均
の
跋
文

に
お
い
て
、す
で
に
同
じ
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

  

此
本
則

文

稱
皇
太
子
、元
帝
亦
稱
湘
東
王
、可
以
明
證
。 

【
五
】文
淵
閣
本
に
つ
い
て
は
提
要
が
述
べ
る
通
り
で
あ
る
が
、

趙
均
覆
宋
本
は
、
正
確
に
は
「
陳

書
左
僕
射
太
子
少
傅
東


徐
陵
字
孝
穆

．
．
．

」
と
題
し
て
い
る
。『
陳
書
』
後
主
本
紀
及
び
徐

陵
伝
に
拠
れ
ば
、
徐
陵
が
尚
書
左
僕
射
を
拝
し
た
の
は
、
陳
宣

帝
の
太
建
三
（
五
七
一
）
年
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
太
子
少
傅

に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
後
主
が
即
位
し
た
太
建
十
四
年
の
こ
と

で
あ
る
。
な
お
、
後
人
が
追
っ
て
改
め
た
と
は
い
え
、
卒
す
る

ま
で
に
拝
し
た
官
職
を
考
慮
す
れ
ば
、「
陳
中
書
監
、
左
光
祿
大

夫
、
太
子
少
傅
」
を
冠
し
て
こ
そ
正
し
い
と
い
う
の
は
、『
箋
注
』

の
指
摘
で
あ
る
。 
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【
六
】『
文
心
雕
龍
』
の
成
書
時
期
と
撰
者
の
署
名
に
つ
い
て
、

集
部
詩
文
評
類
に
著
録
さ
れ
る
『
文
心
雕
龍
』
の
総
目
提
要
で

は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

  

又
據
時
序
篇
中

言
、
此
書
實

於
齊
代
。
此
本

梁

事 

舍
人
劉
勰

、
亦
後
人

題
。 

因
み
に
、
こ
こ
に
言
う
時
序
篇
中
の
劉
勰
の
こ
と
ば
と
は
、
南

斉
王
朝
を
「
皇
齊
」
と
称
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。 

【
七
】
提
要
が
指
摘
す
る
通
り
、
武
帝
蕭
衍
の
作
品
を
挙
げ
る

際
は
、
趙
均
覆
宋
本
、
文
淵
閣
本
と
も
に
、
諡
号
に
国
号
を
冠

し
て
「
梁
武
帝
」
と
題
し
て
い
る
。
撰
者
徐
陵
の
署
名
に
関
す

る
前
の
指
摘
を
含
め
、
提
要
と
ほ
ぼ
同
旨
の
指
摘
が
、
趙
均
の

跋
文
に
す
で
に
見
え
る
。 

  

惟
武
帝
之

梁
朝
、
孝
穆
之
列
陳
銜
、

獨
不
稱
名
、
此
一 

經
其
子
姓
書
、
一
爲
後
人
更
定
無
疑
也
。 

ま
た
、
諸
王
に
対
し
て
は
、
趙
均
覆
宋
本
、
文
淵
閣
本
と
も
に

「
邵
陵
王
綸
」、「
武
陵
王
紀
」
な
ど
と
題
し
て
い
る
。
綸
、
紀

が
そ
れ
ぞ
れ
の
名
で
あ
る
。
な
お
、文
淵
閣
本
書
前
提
要
に
は
、

「
其
梁
」
以
下
「
改
也
」
に
至
る
ま
で
の
二
十
二
字
が
無
い
。 

 

 

Ⅱ 

 

其
書
前
八
卷
爲
自

至
梁
五
言
詩
、
第
九
卷
爲
歌
行
、
第
十

卷
爲
五
言
二
韻
之
詩
。雖
皆
取
綺
羅
脂
粉
之
詞
、而
去
古
未

、


有
講
於

柔
敦
厚
之

、
未
可

以
淫
豔
斥
之
。
其
中
如
曹

植
棄
婦
篇
、
庾
信
七
夕
詩
、
今
本
集
皆
失
載
、
據
此
可
補
闕
佚
。

又
如
馮
惟
訥
詩
紀
載

伯
玉
妻
盤
中
詩
作

人
、
據
此
知
爲
晉

代
。

鼎
祚
詩
乘
載

武
妻
答
外
詩
、
據
此
知
爲
魏
文
帝
作
。

古
詩
西
北
有
高
樓
等
九
首
、文

無
名
氏
、據
此
知
爲
枚
乘
作
。

飮
馬
長
城
窟
行
、
文

亦
無
名
氏
、
據
此
知
爲


作
。
其
有

資
考
證

、
亦
不
一
。 

  

本
集
は
、〔
全
十
巻
の
う
ち
〕
は
じ
め
の
八
巻
に
収
録
す
る
作

品
は
、
漢
か
ら
梁
代
に
至
る
ま
で
の
五
言
詩
と
し
、
第
九
巻
に

収
録
す
る
作
品
は
歌
行
、
第
十
巻
に
収
録
す
る
作
品
は
五
言
二

韻
の
詩
と
し
て
い
る
【
一
】。
す
べ
て
綺
羅
脂
粉
と
い
っ
た
女
性

に
ま
つ
わ
る
う
た
を
採
録
し
て
い
る
と
は
い
え
、
古
の
時
代
か

ら
さ
ほ
ど
遠
く
離
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
な
お
温
柔

敦
厚
の
遺
風
を
伝
え
る
も
の
も
あ
り
、
一
概
に
淫
艶
と
い
う
こ

と
で
本
集
を
斥
け
る
べ
き
で
は
な
い
【
二
】。
ま
た
、
本
集
中
に

収
録
さ
れ
る
、
曹
植
「
棄
婦
篇
」
、
庾
信
「
七
夕
詩
」
な
ど
は
い
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ず
れ
も
通
行
の
別
集
に
は
漏
れ
て
載
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る

か
ら
、
本
集
に
拠
っ
て
そ
う
し
た
遺
漏
を
補
う
こ
と
も
で
き
る

【
三
】。
ま
た
馮
惟
訥
の
『
古
詩
紀
』
に
は
、
蘇
伯
玉
の
妻
に
よ

る
「
盤
中
詩
」
を
載
せ
て
漢
人
の
作
と
し
て
い
る
が
、
本
集
に

拠
る
と
晋
代
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り【
四
】、梅
鼎
祚
の『
八

代
詩
乗
』
に
は
、
蘇
武
の
妻
に
よ
る
「
答
外
詩
」
を
載
せ
て
い

る
が
、
本
集
に
拠
れ
ば
魏
の
文
帝
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

【
五
】。
ま
た
、〔
本
集
に
収
め
る
〕
古
詩
「
西
北
有
高
楼
」
等

の
九
首
は
、『
文
選
』
で
は
無
名
氏
の
作
と
す
る
が
、
本
集
に
拠

れ
ば
枚
乗
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
【
六
】、「
飲
馬
長
城
窟

行
」
も
、『
文
選
』
は
ま
た
無
名
氏
の
作
と
し
て
い
る
が
、
本
集

に
拠
れ
ば
蔡

の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
【
七
】。

以
上
の
如
く
、
本
集
が
考
証
に
資
す
る
点
は
実
に
少
な
か
ら
ず

あ
る
の
で
あ
る
。 

 

【
一
】
本
集
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
歌
行
に
は
、
形

式
か
ら
言
え
ば
、
四
言
、
七
言
な
ど
、
五
言
以
外
の
詩
の
他
、

一
句
の
字
数
が
定
型
化
し
て
い
な
い
雑
言
体
が
多
く
含
ま
れ
る
。

収
録
作
品
の
形
式
か
ら
見
て
、
本
集
の
構
成
は
こ
こ
に
述
べ
ら

れ
る
体
裁
に
ほ
ぼ
従
う
が
、
後
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

形
式
上
合
致
し
な
い
作
品
収
録
が
部
分
的
に
窺
え
る
。 

【
二
】「
綺
羅
」
は
美
し
い
衣
裳
、「
脂
粉
」
は
べ
に
お
し
ろ
い
。

総
目
提
要
の
中
で
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
評
語
で
、た
と
え
ば
、

集
部
別
集
類
に
著
録
さ
れ
る
「
李
義
山
詩
集
三
巻
」
の
提
要
に

も
「（
李
）
商
隱
詩
與

庭

齊
名
、
詞
皆
縟
麗
。
然
庭
筠
多
綺

羅
脂
粉
之
詞
、
而
商
隱
感
時
傷
事
、

頗
得
風
人
之
旨
」
な
ど

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
総
じ
て
女
子
を
題
材
と
し
た
綺
麗
に
流

れ
た
作
品
群
を
言
う
。「
温
柔
敦
厚
」
は
、『
礼
記
』
に
基
づ
く

こ
と
ば
。
経
解
篇
に
「
孔
子
曰
、
入
其
國
、
其

可
知
也
。
其

爲
人
也
、

柔
敦
厚
、
詩

也
」
と
あ
る
。「
温
柔
」
は
顔
色
、

性
情
が
温
和
、
柔
和
な
こ
と
。「
敦
厚
」
は
人
情
が
厚
い
こ
と
。

『
詩
経
』に
よ
っ
て
、
人
民
が
か
く
教
化
さ
れ
る
こ
と
を
言
い
、

こ
こ
で
は
詩
と
し
て
本
来
保
持
す
べ
き
風
教
性
を
持
っ
た
作
品

群
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
考
異
』
序
文
に
も
、『
考
異
』

が
成
書
す
る
ま
で
の
校
勘
作
業
を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。 

  


日
力
於
綺
羅
脂
粉
之
詞
、
殊
爲
可
惜
。
然

衞
之
風
、
 

人
不
廢
。

心
知
其
意
、

柔
敦
厚
之
旨
、
亦
未
嘗
不
見
於 

斯
焉
。 

【
三
】
指
摘
さ
れ
る
曹
植
と
庾
信
の
作
品
に
つ
い
て
、『
曹
子
建
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集
』
十
巻
本
（
四
部
叢
刊
本
、
四
部
備
要
本
な
ど
）、
『
庾
子
山

集
』
十
六
巻
本
（
四
部
叢
刊
本
、
七
十
二
家
集
本
な
ど
）
と
い

っ
た
一
般
的
な
明
版
の
別
集
で
は
そ
れ
ら
を
収
録
し
て
い
な
い
。 

【
四
】「
盤
中
詩
」
は
、『
古
詩
紀
』
で
は
、
蘇
伯
玉
の
妻
の
作

と
し
て
巻
十
四
の
漢
詩
の
中
に
収
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
趙

均
覆
宋
本
で
は
、
巻
九
に
収
め
る
「
傅
玄
雑
詩
五
首
」（
巻
頭
目

録
に
拠
る
）
中
の
最
後
に
当
た
る
位
置
に
置
い
て
い
る
。
ま
た

文
淵
閣
本
は
、
巻
頭
目
録
を
「
傅
玄
雑
詩
八
首
」
に
作
り
、
や

は
り
そ
の
最
後
に
「
盤
中
詩
」
を
置
い
て
い
る
。
文
淵
閣
本
の

「
八
首
」
に
対
し
て
、
趙
均
覆
宋
本
が
「
五
首
」
に
作
る
の
は
、

恐
ら
く「
擬
四
愁
詩
四
首
」を
一
首
に
数
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

収
録
さ
れ
る
作
品
は
実
質
的
に
同
じ
で
あ
る
。「
盤
中
詩
」
の
作

者
に
つ
い
て
は
、
後
に
提
要
の
中
で
、
再
度
ふ
れ
ら
れ
る
。 

【
五
】
本
集
巻
二
に
収
録
さ
れ
る
魏
文
帝
「
於
清
河
見
輓
船
士

新
婚
与
妻
別
」
を
言
う
。
同
一
作
が
『
漢
魏
詩
乗
』
巻
六
に
「
蘇

武
妻
答
外
留
別
」
と
題
し
て
収
め
ら
れ
る
。
な
お
、『
芸
文
類
聚
』

巻
二
十
九
に
は
、
徐
幹
の
作
と
し
て
載
る
。 

【
六
】
本
集
巻
一
に
収
め
ら
れ
る
西
漢
の
枚
乗
「
雑
詩
」
九
首

を
言
う
。
九
首
の
う
ち
八
首
が
、『
文
選
』
巻
二
十
九
に
収
め
ら

れ
る
無
名
氏
「
古
詩
」
十
九
首
と
重
な
る
。
な
お
李
善
は
、「
古

詩
」
十
九
首
の
題
下
に
付
し
た
注
で
「
竝
云
古
詩
、

不
知
作


。
或
云
枚
乘
、
疑
不
能
明
也
」
と
述
べ
て
い
る
。 

【
七
】
本
集
巻
一
に
収
録
さ
れ
る
東
漢
の
蔡

「
飲
馬
長
城
窟

行
」
を
言
う
。
同
一
作
が
無
名
氏
の
作
と
し
て
『
文
選
』
巻
二

十
七
の
楽
府
古
辞
に
収
め
ら
れ
る
。『
芸
文
類
聚
』
も
楽
府
古
詩

と
し
、『
楽
府
詩
集
』
も
ま
た
古
辞
に
作
る
。「
飲
馬
長
城
窟
行
」

を
含
む
古
楽
府
三
首
に
つ
い
て
、
李
善
は
「
言
古
詩
、
不
知
作


姓
名
」
と
注
し
て
い
る
。 

  

Ⅲ 

 

明
代
刻
本
、
妄
有
增
益
。
故
馮
舒
疑
庾
信
有
入
北
之
作
、
江

總
濫
擘
牋
之
什
。

元

本
、
顚
倒
改
竄
更
甚
。
此
本
爲
趙
宦

光
家

傳
宋
刻
、
有
嘉
定
乙
亥
永
嘉
陳
玉
父
重
刻
跋
、
最
爲
完

善
。

有
後
人
附
入
之
作
、
如
武
陵
王
閨
妾
寄
征
人
詩
、
沈
約

八
詠
之
六

篇
、
皆
一
一
註
明
、
尤
爲
精
審
。
然
玉
父
跋
稱
、

初
從
外
家
李
氏
得

京
本
、

多
錯

。
復
得
石
氏



本
、

以
補

校

。
如
五
言
詩
中
入
李

年
歌
一
首
、
陳
琳
飮
馬
長

城
窟
行
一
首
、
沈
約
六
憶
詩
四
首
、
皆
自
亂
其
例
。
七
言
詩
中

移
東
飛
伯
勞
歌
於
越
人
歌
之
前
、
亦
乖
世
次
。
疑
石
氏
本
有
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竄
亂
、
而
玉
父
因
之
、
未
察
也
。 

  
明
刻
本
は
、
で
た
ら
め
に
内
容
を
増
や
し
て
い
る
。
だ
か
ら

馮
舒
は
、〔
当
時
の
通
行
本
を
見
て
〕
本
集
に
庾
信
の
北
朝
に
渡

っ
た
後
の
作
が
あ
り
、
ま
た
江
総
が
陳
後
主
の
下
で
遊
戯
的
に

う
た
っ
た
作
品
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
抱
い
た
の
で

あ
る
【
一
】。
中
で
も
茅
元
禎
本
は
、
作
品
収
録
の
順
序
が
顛
倒

し
、
本
文
を
改
竄
す
る
こ
と
特
に
甚
だ
し
い
【
二
】。
〔
今
四
庫

に
著
録
す
る
〕
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
趙
宦
光
の
家
に
伝
わ
っ
た
宋

版
で
あ
り
、
嘉
定
乙
亥
の
永
嘉
の
陳
玉
父
重
刻
の
跋
が
あ
り
、

最
も
整
っ
て
い
て
善
い
も
の
で
あ
る
【
三
】。
そ
れ
で
も
、
し
ば

し
ば
後
世
の
人
々
が
付
け
足
し
た
作
品
が
入
っ
て
お
り
、
た
と

え
ば
、
武
陵
王
「
閨
妾
寄
征
人
詩
」、
沈
約
「
八
詠
」
中
の
六
首

諸
篇
が
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
は
い
ず
れ
も
一
つ
一
つ
注

し
て
そ
の
旨
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
実
に
詳
細
明
白
で
あ
る

【
四
】。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
陳
玉
父
の
跋
に
は
「
は
じ
め
母
方
の

李
家
か
ら
旧
京
本
を
入
手
し
た
が
、
と
き
ど
き
に
誤
り
が
多
か

っ
た
。
次
い
で
石
氏
の
蔵
す
る
抄
本
を
得
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て

欠
落
し
て
い
た
部
分
を
補
繕
、
校
勘
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
【
五
】。
五
言
詩
の
中
に
李
延
年
の
「
歌
」
一
首
、
陳
琳
の
「
飲

馬
長
城
窟
行
」
一
首
、
沈
約
「
六
憶
詩
」
中
の
四
首
を
入
れ
て

い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
自
ら
そ
の
体
例
を
乱
す
も
の
で
あ
る

【
六
】。
ま
た
、
七
言
詩
の
中
で
、「
東
飛
伯
労
歌
」
を
「
越
人

歌
」
の
前
に
移
し
て
い
る
の
も
、
時
代
順
と
い
う
原
則
か
ら
外

れ
る
も
の
で
あ
る
【
七
】。
そ
う
し
た
例
は
、
恐
ら
く
石
氏
の
抄

本
に
す
で
に
改
め
乱
れ
た
部
分
が
あ
っ
て
、
玉
父
は
そ
れ
に
従

っ
た
ま
で
で
、
詳
し
く
は
考
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
【
八
】。 

 

【
一
】
馮
舒
（
一
五
九
三-

一
六
四
九
）
は
明
末
清
初
の
詩
人
。

校
讎
学
に
も
優
れ
、
弟
の
馮
班
（
一
六
○
二-

一
六
七
一
）
と
共

に
『
玉
台
新
詠
』
を
校
勘
し
た
。
そ
の
著
書
と
し
て
集
部
総
集

類
存
目
に
「
馮
氏
校
定
玉
臺
新
詠
十
巻
」
が
載
る
。
提
要
が
述

べ
る
馮
舒
の
識
語
は
、『
箋
注
』
な
ど
が
付
録
と
し
て
載
せ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
前
半
部
分
を
引
用
す
る
。 

  

此
書
今
世

行
、
共
有
四
本
。
一
爲
五
雲
溪
館
活
字
本
、
一 

爲

允
剛

雪
堂
活
字
本
、
一
爲

亭
楊
元
鑰
本
、
一
爲
歸 

安

氏
重
刻
本
。
活
字
本
不
知
的
出
何
時
。
後
有
嘉
定
乙
亥 

永
嘉
陳
玉
父
序
。
小
爲
樸
雅
、
譌


出
矣
。

氏
本
刻
于 

正
德
甲
戌
。
大

是
楊
本
之

。
楊
本
出
萬

中
、
則
又
以 


本
意
儳

。

本
一
本

亭
、

踰
三
寫
。
嘗
憶
小
年
侍 
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先
府
君
、

疑
此
集

本
東
朝
、
事
先
天
監
、
何

子
山
竄 

入
北
之
篇
、
孝
穆
濫
擘
牋
之
曲
。
意
欲
諦
正
、
時
無
善
本
、 

良
用
憮
然
。 

「
天
監
」
は
梁
初
の
年
号
（
五
○
二-

五
一
九
）
で
、
こ
こ
で
は
、

梁
以
前
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
庾
信
（
字
は
子
山
）
が
北
朝
に

渡
っ
た
の
は
承
聖
三
年
の
頃
で
あ
る
か
ら
、
蕭
綱
の
東
宮
時
代

に
『
玉
台
新
詠
』
の
編
纂
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
以
上
は
、
本

集
に
庾
信
の
渡
北
後
の
作
品
が
収
録
さ
れ
よ
う
は
ず
が
な
い
。

趙
均
覆
宋
本
、
文
淵
閣
本
に
は
そ
れ
と
思
し
き
作
品
は
採
ら
れ

て
い
な
い
が
、『
箋
注
』
巻
九
に
、
宋
刻
に
は
収
め
ら
れ
な
い
も

の
と
し
て
載
る「
怨
詩
」な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
識
語
で
は
、
提
要
中
の
江
総
（
五
一
九-

五
九
四
）
を
孝

穆
、
即
ち
徐
陵
に
作
っ
て
い
る
。「
擘
牋
」
は
、
紙
を
裁
断
し
て

詩
箋
を
作
る
こ
と
。
次
に
引
く
『
南
史
』
陳
後
主
本
紀
の
記
述

を
意
識
し
て
の
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
。 

後
主

驕
、
不

外

、

于
酒
色
、
不
恤
政
事
、
左
右
嬖

佞
五
十
人
、
婦
人
美
貌
麗
服
巧
態
以
從

千
餘
人
。
常
使
張

貴
妃
、
孔
貴
人
等
八
人
夾
坐
、
江
總
、
孔
範
等
十
人
預
宴
、

號
曰
狎
客
。
先
令
八
婦
人
襞．

箋．
、
製
五
言
詩
、
十
客
一
時

繼
和
、
遲
則
罰
酒
。
君
臣
酣
飮
、
從
夕

旦
、
以
此
爲
常
。 

史
書
で
は
「
襞
」
に
作
る
が
、
音
義
並
び
に
「
擘
」
と
通
じ
る
。

即
ち
馮
舒
が
言
う
の
は
、
陳
の
後
主
の
下
、
婦
女
を
交
え
て
創

作
さ
れ
た
一
連
の
遊
戯
色
の
濃
い
作
品
群
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

徐
陵
は
、
史
書
の
所
謂
「
狎
客
」
に
は
数
え
ら
れ
な
い
が
、『
箋

注
』
巻
九
に
、
宋
刻
に
は
収
め
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
載
る
「
雑

曲
」
は
、
呉
兆
宜
の
指
摘
を
見
る
に
、
陳
後
主
の
下
で
う
た
わ

れ
た
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
集
が
梁
代
に

成
書
し
た
と
考
え
る
以
上
、
そ
う
し
た
作
品
も
ま
た
収
録
さ
れ

よ
う
は
ず
が
な
い
。
こ
れ
と
は
別
に
、『
考
異
』
は
、
巻
八
所
収

の
徐
陵
「
走
筆
戯
書
応
令
」
詩
の
題
下
に
注
し
て
、
徐
陵
自
身

が
と
り
わ
け
自
分
の
作
品
を
愛
重
し
て
収
録
し
た
の
か
も
知
れ

な
い
と
い
う
可
能
性
を
残
し
つ
つ
も
、
自
身
の
作
品
を
自
ら
編

纂
す
る
本
集
に
は
収
録
し
な
い
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

本
集
に
収
録
さ
れ
る
徐
陵
の
作
品
を
全
て
後
人
の
付
加
に
よ
る

も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
四
庫
提
要
が
徐
陵
で
は
な

く
「
江
総
」
に
作
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
も
と
よ
り
馮
舒

の
こ
と
ば
と
し
て
引
い
て
い
る
以
上
、
問
題
で
は
あ
る
が
、『
南

史
』
の
記
述
を
よ
り
意
識
し
て
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
概
に

単
純
な
誤
り
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
江
総
は
後
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主
の
狎
客
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。
但
し
趙

覆
宋
本
、
文

淵
閣
本
に
は
無
論
の
こ
と
、『
箋
注
』
に
も
、
江
総
の
作
品
は
一

首
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
趙

の
跋
文
に
も
馮
舒
の

こ
と
ば
を
引
い
て
「
何

子
山
廁
入
北
之
篇
、
孝
穆
濫
擘
箋
之

詠
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

引
用
し
た
識
語
の
中
、
馮
舒
が
挙
げ
る
四
種
の
テ
キ
ス
ト
は

い
ず
れ
も
明
版
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
五
雲
渓
館
活
字
本
は
四
部

叢
刊
初
編
に
収
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
四
本
に
つ
い
て
、
す
で
に

挙
げ
た
参
考
文
献
の
他
、
植
木
久
行
「
明
代
通
行
『
玉
台
新
詠
』

本
の
解
題
」（『
小
尾
博
士
古
稀
記
念
中
国
学
論
集
』汲
古
書
院
、

一
九
八
三
年
）
な
ど
に
詳
し
い
解
題
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

【
二
】
茅
元
禎
本
は
、
先
に
引
い
た
馮
舒
の
識
語
中
に
見
え
る

「
歸
安

氏
重
刻
本
」
で
あ
る
。
明
万
暦
七
（
一
五
七
九
）
年

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
嘉
靖
十
九
（
一
五
四
○
）
年
に
刊
行

さ
れ
た
鄭
玄
撫
刻
本
を
翻
刻
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。『
中
国
善

本
書
提
要
』
集
部
総
集
類
に
「
玉
臺
新
詠
十
卷
續
五
卷
」
と
し

て
著
録
さ
れ
、
王
重
民
氏
は
解
題
の
中
で
「《
提
要
》（
四
庫
提

要
を
指
す
）
云
：
〝

元

本
顚
倒
改
竄
更
甚
。
〟
而
不
知


本
爲
重
刻

本
、
顚
倒
改
竄

乃

本
、
非

氏
也
」
と
述
べ

て
い
る
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）。
鄭
玄
撫
刻
本
、

茅
元
禎
本
の
二
本
に
つ
い
て
は
、
躍
進
氏
の
前
掲
論
文
に
詳
細

な
考
証
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

【
三
】
四
庫
著
録
本
の
底
本
を
言
う
。
即
ち
、
趙
宦
光
（
？-

一
六
二
五
）
の
子
、
均
が
覆
刻
に
用
い
た
陳
玉
父
本
で
あ
る
。

嘉
定
乙
亥
は
、
南
宋
寧
宗
の
嘉
定
八
年
で
あ
る
。
陳
玉
父
の
跋

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

  

右
玉
臺
新
詠
集
十
卷
。幼
時
至
外
家
李
氏
、於
廢
書
中
得
之
、 


京
本
也
。
宋
失
一

、

復
多
錯

、
版
亦
時
有
刓

。 

欲
求
他
本
是
正
、
多
不
獲
。
嘉
定
乙
亥
在
會
稽
、
始
從
人
借 

得
豫
章
刻
本
、
財
五
卷
。

至
刻

中
徙
、
故
弗
畢
也
。
又 

聞
有
得
石
氏



本

。
復
求

之
、
以
補

校

。
於 

是
其
書
復

、
可
繕
寫
。
…
…
是

十
月
旦
日
書
其
後
。
永 

嘉
陳
玉
父
。 

陳
玉
父
本
が
、
旧
京
本
、
豫
章
刻
本
、
そ
し
て
石
氏
抄
本
と
い

う
三
種
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
校
勘
し
た
上
で
成
書
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

【
四
】
武
陵
王
紀
の
作
品
は
巻
七
の
巻
頭
目
録
に
三
首
と
題
さ

れ
る
が
、
実
際
に
は
四
首
収
録
さ
れ
、
問
題
の
「
閨
妾
寄
征
人
」

は
そ
の
四
首
目
に
当
た
る
。
趙
均
覆
宋
本
に
「
目
作
三
首
、
此

首
疑
衍
」
と
い
う
原
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。『
考
異
』
は
更
に
五
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言
二
韻
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
巻
七
に
収
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
沈
約
「
八
詠
」
は
、
八
首

い
ず
れ
も
巻
九
に
収
め
ら
れ
る
が
、
問
題
の
六
首
は
、
他
の
二

首
と
は
離
れ
て
、
巻
末
に
載
る
。
同
じ
く
趙
均
覆
宋
本
に
は
、

そ
の
六
首
の
題
下
に
「
八
詠
、
孝
穆
止
收
前
二
首
。
此
皆
後
人

附

、
故
在
卷
末
」
と
注
し
て
い
る
。『
考
異
』
は
、
更
に
六
首

が
女
性
の
こ
と
に
関
わ
ら
な
い
内
容
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
原

注
の
指
摘
を
補
っ
て
い
る
。
こ
の
二
首
に
つ
い
て
、『
考
異
』
は

巻
一
に
収
め
る
「
李
延
年
歌
一
首
」
の
題
下
に
付
し
た
注
で
、

提
要
と
同
旨
の
指
摘
を
し
、
更
に
全
て
に
そ
う
し
た
原
注
が
残

っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。 

  


七
卷
武
陵
王
詩
、
九
卷
沈
約
詩
、
宋
刻
皆
註
附
入
。
而
六 

卷
徐
悱
妻
詩
、
十
卷
劉
孝
威
詩
皆
顯
爲
附
入
、
而
不
註
。
則 

失
註

、
諒
不
止
是
、
惜
不
可
盡
考
矣
。 

な
お
、
文
淵
閣
本
は
、
問
題
の
作
品
を
い
ず
れ
も
収
録
し
た
上

で
、
原
注
を
載
せ
て
は
い
な
い
。 

【
五
】
本
段
【
三
】
を
参
照
。 

【
六
】
陳
玉
父
本
に
お
け
る
収
録
作
品
の
詩
型
か
ら
構
成
上
の

不
統
一
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
集
巻
一
に
収
録
さ
れ
る
李
延
年

「
歌
」
一
首
は
、『
漢
書
』
外
戚
伝
を
出
典
と
し
、『
漢
書
』
に

見
え
る
そ
れ
は
、
五
言
五
句
と
八
言
一
句
の
全
六
句
か
ら
成
る

雑
体
詩
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
集
の
構
成
か
ら
言
え
ば
、
提
要

が
主
張
す
る
よ
う
に
、
巻
一
で
は
な
く
巻
九
に
収
録
す
べ
き
な

の
で
あ
る
が
、
趙
均
覆
宋
本
及
び
文
淵
閣
本
で
は
、
八
言
句
中

の
「

不
知
」
の
三
字
を
削
っ
て
い
る
の
で
、
結
局
、
収
録
さ

れ
た
そ
れ
は
五
言
詩
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
つ
い

て
、『
考
異
』
は
「
此
書
體
例
前
八
卷
皆
收
五
言
、
而
長
短
歌
詞

則
皆
入
第
九
卷
。
此
歌
疑
後
人

竄
入
」
と
述
べ
つ
つ
も
、「
宋

刻
原


不
知
三
字
。
據

書
外
戚
傳
補
」
と
注
し
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、
宋
刻
、
即
ち
陳
玉
父
本
自
体
に
こ
の
作
品
に
関
す

る
構
成
上
の
不
備
が
あ
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
し
、
後
人
が

混
入
さ
せ
た
根
拠
に
も
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

 

本
集
巻
一
に
収
め
ら
れ
る
陳
琳
「
飲
馬
長
城
窟
行
」
は
、
五

言
七
言
が
混
じ
っ
た
雑
体
で
あ
り
、
巻
五
に
収
め
ら
れ
る
沈
約

「
六
憶
詩
」
四
首
（
文
淵
閣
本
で
は
「
四
憶
」
に
作
る
。
な
お
、

文
淵
閣
本
書
前
提
要
に
は
「
沈
約
六
憶
詩
四
首
」
の
七
字
が
無

い
）
も
、
三
言
五
言
が
混
じ
っ
た
雑
体
で
あ
る
か
ら
、
形
式
か

ら
言
え
ば
、
提
要
が
指
摘
す
る
通
り
、
い
ず
れ
も
巻
九
に
収
め

ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。『
考
異
』
も
陳
琳
と
沈
約
の
二
作
そ

れ
ぞ
れ
に
「
此
亦
當
入
第
九
卷
。
疑
此
附
入
之
人
未
究
孝
穆
之
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體
例
」、「
按
四
詩
宜
入
九
卷
。
疑
亦
竄
入
」
と
注
し
て
い
る
。 

【
七
】
陳
玉
父
本
に
お
け
る
時
代
順
に
従
う
べ
き
作
品
収
録
の

順
序
の
不
統
一
を
指
摘
し
て
い
る
。
趙
均
覆
宋
本
は
、
巻
九
の

は
じ
め
に
「
東
飛
伯
労
西
飛
燕
」
と
「
河
中
之
水
向
東
流
」
を

歌
辞
二
首
と
題
し
て
、「
越
人
歌
」
の
前
に
置
く
。
三
首
は
い
ず

れ
も
古
辞
に
属
し
よ
う
が
、
確
か
に
雑
言
の
「
越
人
歌
」
と
比

較
し
て
、
七
言
で
均
整
の
と
れ
た
歌
辞
二
首
は
よ
り
後
の
時
代

に
う
た
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
文
淵
閣
本
は
、
趙
均
覆
宋

本
の
歌
辞
二
首
を
そ
れ
ぞ
れ
「
梁
武
帝
歌
辞
一
首
」、「
梁
元
帝

楽
府
一
首
」
と
し
て
、
巻
九
の
巻
首
に
置
き
、
次
い
で
「
越
人

歌
」
を
載
せ
る
。
元
帝
に
作
る
の
は
、
次
に
引
用
す
る
『
考
異
』

の
指
摘
か
ら
見
て
、
武
帝
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に

し
ろ
成
立
時
代
順
に
収
録
す
る
と
い
う
本
集
の
構
成
上
の
原
則

に
は
合
致
し
な
い
。『
考
異
』
は
、
前
二
首
を
「
歌
詞
二
首
」
に

作
り
、
題
下
に
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。 

  

此
二
首
、
藝
文

聚
亦
竝
作
古
詞
。
然
核
其
時
代
、
不
應
在 

越
人
歌
之
前
。
按
文



載
前
一
首
、
爲
梁
武
帝
作
、
樂 

府
詩
集
載
後
一
首
、
亦
爲
梁
武
帝
作
。
疑
此
二
詩
本

武
帝
、 

序
在

文
之
前
。
後
人
因
藝
文

聚
之
文
改
爲
古
詞
、
升
之 

卷
端
、
而
偶
忘
越
人
歌
等
之
尤
古
耳
。 

【
八
】『
考
異
』
巻
一
の
「
李
延
年
歌
一
首
」
題
下
の
注
に
も
提

要
と
同
旨
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
引
用
す
る
。 

  

陳
玉
父
跋
稱
、
以
石
氏
傳
本
補

校

。
則
變
亂

本
必
自 

石
氏
、
玉
父
不

辨
別
、
轉
據
以

入
耳
。 

ま
た
、同
旨
の
指
摘
は
、『
考
異
』序
文
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

Ⅳ 

 


劉
克

後
村
詩
話

引
玉
臺
新
詠
、
一
一
與
此
本
脗
合
。

而
嚴
羽
滄
浪
詩
話
謂
、
古
詩
行
行
重
行
行
篇
、
玉
臺
新
詠
以
越

鳥

南
枝
以
下
另
爲
一
首
、
此
本
仍
聯
爲
一
首
。
又
謂
、
盤
中

詩
爲

伯
玉
妻
作
、
見
玉
臺
集
。
此
本
乃
溷
列
傅
元
詩
中
。


凱
坦
齋

編
引
玉
臺
新
詠
、
以
誰
言
去
婦

一
首
爲
曹
植
作
、

此
本
乃
題
爲
王
宋
自
作
。

克


見

此
本
、
羽
等

見


又
一
別
本
。
是
宋
刻
已
有
異
同
、
非
陵
之

矣
。
特
不
如
明
人

變
亂
之
甚
、
爲

有
典
型
耳
。
其
書
大
唐
新
語
稱
玉
臺
集
、
元

和
姓
纂
亦
稱
、
梁
有
聞
人

、
詩
載
玉
臺
集
。
然
隋
志
已
稱
玉

臺
新
詠
、
則
玉
臺
集
乃
相
沿
之
省
文
。
今
仍
以
其
本
名


焉
。 

  
劉
克
荘
の
『
後
村
詩
話
』
に
引
か
れ
る
『
玉
台
新
詠
』
を
見

て
み
る
と
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
こ
の
テ
キ
ス
ト
と
合
致
す
る
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【
一
】。
一
方
、
厳
羽
の
『
滄
浪
詩
話
』
に
は
「
古
詩
の
『
行
行

重
行
行
』
篇
は
、『
玉
台
新
詠
』
は
『
越
鳥
巣
南
枝
』
の
句
以
下

を
、
別
に
一
首
と
し
て
い
る
」
と
言
う
が
、
し
か
し
、
こ
の
テ

キ
ス
ト
で
は
続
け
て
一
首
と
し
て
い
る
【
二
】。
ま
た
更
に
「『
盤

中
詩
』
を
蘇
伯
玉
の
妻
の
作
と
す
る
の
が
『
玉
台
集
』
に
見
え

る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
混
合
さ
せ

て
傅
玄
の
詩
の
中
に
並
べ
て
い
る
【
三
】。
ま
た
、

凱
の
『
坦

斎
通
編
』
で
は
、『
玉
台
新
詠
』
を
引
い
て
、「
誰
言
去
婦
薄
」

の
一
首
を
曹
植
の
作
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
王

宋
自
ら
の
作
と
題
し
て
い
る
【
四
】。
思
う
に
、
克
荘
が
見
た
も

の
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
、
厳
羽
た
ち
が
見
た
も
の
は
こ
れ
と
は

ま
た
別
の
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
宋
版
に
お

い
て
も
す
で
に
異
同
が
あ
り
、
徐
陵
が
編
纂
し
た
と
き
の
原
貌

を
伝
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、〔
こ
の

テ
キ
ス
ト
は
〕
明
人
が
加
え
た
ほ
ど
甚
し
い
改
竄
が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
な
お
本
来
の
正
し
い
姿
を
保
っ
て
い
る
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
【
五
】。
本
集
に
つ
い
て
、
『
大
唐
新
語
』
で
は
『
玉

台
集
』
と
言
い
、『
元
和
姓
纂
』
で
も
ま
た
「
梁
に
は
聞
人

な

る
者
が
お
り
、
そ
の
詩
が
『
玉
台
集
』
に
載
る
」
と
言
っ
て
い

る
。
し
か
し
『
隋
書
』
経
籍
志
に
お
い
て
す
で
に
『
玉
台
新
詠
』

と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、『
玉
台
集
』
と
は
つ
ま
り
時
代
が
降
る
に

し
た
が
っ
て
省
略
さ
れ
た
名
称
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
今
は
ひ

と
ま
ず
そ
の
も
と
の
名
称
で
著
録
す
る
こ
と
と
す
る
【
六
】。 

 

【
一
】
劉
克
荘
（
一
一
八
七-

一
二
六
九
）
の
『
後
村
詩
話
』
中
、

『
玉
台
新
詠
』
に
関
す
る
発
言
は
、
前
集
巻
一
、
後
集
巻
二
、

続
集
巻
一
に
そ
れ
ぞ
れ
一
箇
所
ず
つ
見
え
る
が
、
テ
キ
ス
ト
の

具
体
に
関
わ
る
も
の
は
、
続
集
巻
一
の
本
集
所
収
の
作
品
を
幾

つ
か
列
挙
し
、
批
評
を
加
え
た
部
分
で
あ
ろ
う
。
王
僧
孺
「
為

人
寵
姫
有
怨
」（
巻
六
）、
同
「
為
人
自
傷
」（
巻
六
）、
費
昶
「
詠

照
鏡
」（
巻
六
）、
邵
陵
王
綸
「
代
旧
姫
有
怨
」（
巻
七
）
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
一
聯
ず
つ
引
用
し
て
お
り
、
そ
の
字
句
は
趙
均
覆
宋
本

及
び
文
淵
閣
本
に
見
る
そ
れ
ら
と
確
か
に
一
致
し
て
い
る
。
と

は
い
え
、
共
に
想
定
さ
れ
る
厳
羽
が
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
と
の

接
点
が
な
い
以
上
は
、
劉
克
荘
が
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
が
陳
玉

父
本
な
い
し
そ
れ
に
等
し
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
す
る
確
証

に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

【
二
】
提
要
が
挙
げ
る
『
滄
浪
詩
話
』
の
指
摘
は
考
証
篇
に
見

え
る
。 

  

古
詩
十
九
首
、
行
行
重
行
行
、
玉
臺
作
兩
首
。
自
越
鳥

南 
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枝
以
下
、
別
爲
一
首
。
當
以

爲
正
。 

趙
均
覆
宋
本
、
文
淵
閣
本
は
、
提
要
が
指
摘
す
る
通
り
、
共
に

問
題
の
古
詩
を
一
首
に
作
り
、
ま
た
、『
考
異
』
は
次
の
よ
う
に

注
し
て
い
る
。 

  

滄
浪
詩
話
謂
、玉
臺
新
詠
以
越
鳥

南
枝
以
下
、另
爲
一
首
。 

與
此
宋
刻
又
不
同
。

陳
玉
父
跋
、
宋
時
已
多
別
本
矣
。 

趙
均
覆
宋
本
の
現
状
、『
考
異
』
の
指
摘
な
ど
か
ら
見
て
、
陳
玉

父
本
が
問
題
の
古
詩
を
一
首
に
作
っ
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
馮
班
は
『
滄
浪
詩
話
』
の
該
当

箇
所
に
「
按
玉
臺
集
北
宋
本
正
作
一
首
。
永
嘉
陳
玉
甫マ

マ

本

耳
」

（
『
鈍
吟
雑
録
』巻
五
厳
氏
糾
謬
）と
い
う
案
語
を
加
え
て
お
り
、

と
す
れ
ば
、
馮
班
が
目
に
し
た
陳
玉
父
本
で
は
誤
っ
て
、
即
ち

分
け
て
二
首
に
作
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
馮
班
は
、
明
の
崇

禎
二
（
一
六
二
九
）
年
に
兄
の
馮
舒
ら
と
共
に
趙
均
の
家
を
訪

れ
、
恐
ら
く
陳
玉
父
本
で
あ
ろ
う
宋
刻
を
繕
写
し
、
ま
た
後
の

清
の
順
治
六
（
一
六
四
九
）
年
に
銭
曾
（
一
六
二
九-

一
七
○
一
）

の
架
蔵
に
帰
し
て
い
た
陳
玉
父
本
を
借
り
出
し
て
詳
細
な
校
勘

の
材
料
と
し
て
い
る
（
『
箋
注
』
所
載
の
馮
舒
、
馮
班
の
題
跋
を

参
照
）。
疑
問
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
或
い
は
、『
鈍
吟
雑
録
』

の
指
摘
は
、
陳
玉
父
本
の
存
在
を
知
り
つ
つ
も
、
実
際
に
目
に

す
る
以
前
、
も
し
く
は
銭
曾
か
ら
借
用
す
る
以
前
に
推
測
と
し

て
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

【
三
】
Ⅱ
段
【
四
】
を
参
照
。『
滄
浪
詩
話
』
詩
体
篇
に
「
盤
中
」

の
体
を
挙
げ
て
、「
玉
臺
集
有
此
詩
、
伯
玉
妻
作
。寫
之
盤
中
、

屈
曲

文
也
」
と
注
す
る
。
『
考
異
』
は
、「
盤
中
詩
」
の
題
下

に
付
し
た
注
で
、 

  

按
滄
浪
詩
話
列
盤
中
詩
爲
一
體
。
注
曰
、
玉
臺
集
有
此
詩
、 


伯
玉
妻
作
。
寫
之
盤
中
、
屈
曲

文
也
。
據
此
、
則
此
詩 

出
處
、
以
玉
臺
新
詠
爲
最
古
。
當
時

本
亦
必
明


伯
玉 

妻
之
名
、
故
滄
浪
云
爾
。
宋
刻
于
題
上

佚
其
名
、
因
而
目 


失
載
。
馮
氏
校
本

改
題
爲
傅
玄
之
詩
、
殊
爲
疏
乖
。
又 

此
詩
列
傅
玄
張
載
之

、
其
爲
晉
人
無
疑
。
詩
紀
、
詩
乘
竝 

列
之

詩
、
亦
未
詳
何
據
。 

と
言
う
。
即
ち
、
厳
羽
が
見
た
の
で
あ
ろ
う
『
玉
台
新
詠
』
の

よ
り
古
い
テ
キ
ス
ト
で
は
、「
盤
中
詩
」
の
作
者
を
蘇
伯
玉
妻
と

し
て
い
た
も
の
の
、
陳
玉
父
本
に
至
っ
て
作
者
名
を
逸
し
、
更

に
馮
氏
校
本
が
西
晋
の
傅
玄
（
字
は
休
奕
。
二
一
七-

二
七
八
）

の
詩
と
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
そ
れ
で
も
、
傅
玄
詩
の
最
後
、

そ
れ
に
続
く
西
晋
張
載
の
詩
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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蘇
伯
玉
の
妻
が
晋
人
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
、
と
い
う
の
で

あ
る
。『
考
異
』
が
言
う
よ
う
に
、
現
存
す
る
資
料
の
う
ち
、「
盤

中
詩
」
の
出
典
と
し
て
最
も
古
い
も
の
は
本
集
で
あ
る
が
、
初

唐
の
虞
世
南
『
北
堂
書
鈔
』
巻
一
四
五
に
も
最
後
の
三
韻
が
引

か
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
詩
題
を
「
古
詩
」
に
作
り
、
作
者
名

を
挙
げ
て
い
な
い
。
な
お
、『
考
異
』
が
言
う
「
馮
氏
校
本
」
と

は
、
先
に
挙
げ
た
馮
舒
撰
『
馮
氏
校
定
玉
台
新
詠
』
を
指
す
の

で
あ
ろ
う
。
『
考
異
』
の
総
目
提
要
に
、『
考
異
』
が
校
勘
の
材

料
と
し
て
「
馮
舒
本
」
を
用
い
た
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

『
馮
氏
校
定
玉
台
新
詠
』
の
存
目
提
要
に
は
、
該
書
が
こ
こ
に

指
摘
さ
れ
る
誤
り
を
犯
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
馮
舒
は
自
ら
著
し
た
『
詩
紀
匡
謬
』
の
中
で
、『
古

詩
紀
』
所
収
の
「
蘇
伯
玉
妻
盤
中
詩
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。 

  

樂
府
解
題
云
、
盤
中
詩
、
傅
玄
作
。
玉
臺
新
詠
第
九
卷
有
此 

詩
、
亦
曰
傅
玄
。
其
爲
休
奕
詩
無
疑
也
。
惟
北
堂
書
鈔
曰
古 

詩
、
亦
無
名
氏
。
其
曰

伯
玉
妻

、
嚴
羽
吟
卷
（
『
滄
浪 

詩
話
』
の
別
称
）
盲

耳
。
世
人
敢
于
信
吟
卷
、
而
不
敢
信 

解
題
、
玉
臺
等
書
、
冤
哉
。 

こ
こ
に
論
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
『
楽
府
解
題
』
に
つ
い
て
、

唐
の
呉

撰
の
該
書
は
『
楽
府
詩
集
』
に
し
ば
し
ば
引
か
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
馮
舒
が
指
摘
す
る
よ
う
な
記
述
は
見
当
た

ら
な
い
。「
盤
中
詩
」
の
作
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
劉
躍
進
氏

が
前
掲
書
に
お
い
て
再
検
討
し
て
い
る
。
な
お
提
要
が
傅
玄
を

傅
元
に
作
る
の
は
、
清
聖
祖
の
諱
で
あ
る
玄
燁
を
避
け
た
、
所

謂
避
諱
で
あ
る
。 

【
四
】
本
集
巻
二
に
収
め
ら
れ
る
劉
勲
妻
王
氏
（
宋
）「
雑
詩
二

首
」
其
二
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
趙
均
覆
宋
本
、
文
淵
閣
本

共
に
王
宋
の
作
に
作
る
。『
坦
斎
通
編
』
に
は
、
こ
こ
に
指
摘
さ

れ
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
そ
れ
と
同
旨
の
記
述
が
、
南

宋
の
程
大
昌
『
演
繁
露
』
巻
十
三
に
載
る
。『
考
異
』
は
問
題
の

詩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。 

  


凱
坦
齋

篇
載
後
一
首
、
引
玉
臺
新
詠
作
曹
植
爲
劉

出 

妻
王
氏
作
、
均
與
此
異
。
凱
爲
宋

宗
時
人
、
則

本
必
作 

曹
植
。
陳
玉
父
重
刊
乃
更
題
王
宋
、

刪
改
序
文
爾
。 

同
じ
く
『
坦
斎
通
編
』
を
引
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、

提
要
の
指
摘
は
或
い
は
『
考
異
』
の
説
を
誤
っ
て
流
用
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
以
上
に
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
も
充
分
に
明
ら

か
な
よ
う
に
、
提
要
の
指
摘
の
大
部
分
は
、『
考
異
』
の
説
に
由

来
し
て
い
る
。
な
お
、
文
淵
閣
本
書
前
提
要
に
は
、「

凱
」
以
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下
「
自
作
」
に
至
る
ま
で
の
三
十
二
字
が
無
く
、
併
せ
て
「
羽

等
」
の
「
等
」
字
も
省
い
て
い
る
。 

【
五
】『
考
異
』
序
文
の
中
で
も
、
陳
玉
父
本
に
つ
い
て
「
喜
其

去
古
未

、

有
典
型
。
終

於
明
人
臆
改
之
本
」
と
述
べ
て

い
る
。
な
お
、
宋
版
に
も
数
種
類
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

植
木
久
行
「
幻
の
宋
版
『
玉
台
新
詠
』
陳
玉
父
本
を
中
心
と
し

て
」
、
躍
進
氏
前
掲
論
文
な
ど
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。 

【
六
】
書
名
に
つ
い
て
言
う
。『
大
唐
新
語
』
に
つ
い
て
は
、
Ⅰ

段
【
三
】
に
す
で
に
引
用
し
た
。『
元
和
姓
纂
』
巻
三
聞
人
に
「
梁

有
聞
人

、
詩
入
玉
臺
集
」
と
あ
る
。
『
隋
書
』
経
籍
志
の
他
、

新
旧
『
唐
志
』、『
郡
斎
読
書
志
』、『
直
斎
書
録
解
題
』、『
宋
史
』

芸
文
志
、『
通
志
』
芸
文
略
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
「
玉
臺
新
詠
」

と
題
し
て
著
録
し
、
歴
代
の
主
な
目
録
類
で
は
概
ね
「
玉
臺
新

詠
」
に
作
っ
て
い
る
。
な
お
趙
均
覆
宋
本
は
一
か
ら
十
に
至
る

ま
で
の
巻
頭
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
玉
臺
新
詠
」
に
作
る
も
、
徐

陵
の
序
の
前
に
は
「
玉
臺
新
詠
集
竝
序
」
と
刻
す
る
。
こ
の
他
、

「
玉
臺
新
詠
集
」
に
作
る
書
目
と
し
て
は
『
日
本
国
見
在
書
目

録
』
が
あ
る
。
な
お
文
淵
閣
本
書
前
提
要
に
は
、「
其
書
」
以
下

「

焉
」
に
至
る
ま
で
の
五
十
四
字
が
無
い
。 
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